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……早春の頃デスカ、 
梅と杏子の吹雪<^中を 
朋輩と歩いて おりました 



胸苦しい程の 
花の香に 
のぼせた訳でも 
あります まいが 
その内に 口論と ^ 
なりましてナ… 一少 



貴様が如何に 
しらを切ろぅと 
この目で見たのだ 
との際どの様な 
了簡なのか 
聞きたい?!: 



ナンテスカ… 

ハハハ何とも 

些細な事で… 
恋の鞘当とやら 
申しましよ*'〇 
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好敵手同志の鞘当です 
から、 トンと 将の明か 
ぬところ。 たまり かねた 
倉石が一時見限ったのに 
乗じて私は娘と文を 
交す仲となり首尾上々。 
シカシそれも束の間 
娘は突如倉石の家に 
出入りを始めたのです 
から鳶に油揚げです 』 


一審 


1 


/A 


、/一 確かに来る。 

〕^ユ このところは 
^ 親ともども 
• Q /\ 日もあけず来る 


筋合いては 
* るまい。 


文を二三度 
やりとりした 
だけの事で 


良 

r 夷 


人気取りと 
に恐れ入る 
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そんな訳で私といえば 
モウ不倶戴天といつた 
タイソウ悲壮な 
心持ちでありました。 
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横恋慕とは 
ちよつ と 


ヒドイな. 
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ハ可バ良ゲ • 
ヤ愛ラかン* 


倉石自身にしても 
肩すかしを喰つた事は 
私同様でありますから 
たいへんな斬られ損です。 

ずいぶん 

ひどい事をしたものです。 


私は切腹を 
邛せ付けられました 


」 


娘は倉石の兄の 
後添になるのだと 
その日の内に 
耳に入りましたが 
あとの祭り . 


回り 

駆がしいので 
正気に返ると 
足元に倉石が 
いともたあいな 
打倒れておりま 












当時とて切腹なぞ 
滅多にあるものでは 
こざいません 
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藩内でも実に 
=十余年ぶりの 
事でしたから 
ちよつとした 
お祭り騒ぎです 
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そぅなると 
なりゆき上 
扇子腹で 
お茶をにごす事 
もできません 






こちらも 一 
注目されるだけ 
見栄と意地が 
でるものです 。 j 
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介錯人に 
「良し」と言ぅ迄 
待つて くれと 
念を押してから 


画 


JP 

11 S 


力を迅めて j 
左脇腹に小刀を 
突き立てました 
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しかし 

これがいけなかつ 


画 

置 


後では介錯人が 
やむを得まいと 
刀を振り上げる 一 


あせる程に 
腹が硬くなり 
♦ひくとも動かない 


■ 


自分も又 
力んでいる内 
悶絶して 
しまつたのです 
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r 2 sl_ ■ 
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長いことかかつて、 
斬つたのは 
二寸余といぅ 
有様ですから 
ひどい 
興醒めです。 
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床に伏している間には 
娘の縁談は親同志の 
取決めによるものだと 
いぅ こと も知れました。 




そぅすると メ 
倉石か私かが 
娘の胸中 C あった答 
ですが今更モウ 
川向うの火事です。 


母は情けない 
といつて泣いた 
ですが 

私は何やらサバサバした 
心持ちでありました。 


ともあれ侍として 
死ぬこともかなわず 
モハヤ家も国もない 
一介の無宿ですから 

生き恥もここに 
極まつたりといつた 
処です。 
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娘が来た 
理由は 
一一通り 
考えられ 
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ひとつは 
私への想いが 
断ち切れぬ為 
いまひとつは 
倉石を殺された 
恨み 


どこをどぅ 
通って来たのか 
振袖には泥がつき 
あちこちから血を 
流しておりました。 


からたちの 
生垣あたりに 
やられたので 


v0 >「 
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その様子が 
何やら恐しく 
感じられたものです。 
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ょほど歩いた頃 
振り返つてみ ますと 
墨絵のょぅな 
風景の中に 
なんともわびしく 
ちいさな娘の姿が 
ありまし たよ。 
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息子 ばかり 
七人ありまして 
この子が 
末子。 
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かねてから 
江戸の親類ょり 
丁稚にお出しなさい. 
話がありまして 
十になつたらと 
考えておりました。 
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、あと 
一年わずかが 
どぅにも 
辛抱できず 
連れてまいった 
訳で 

ございます。 
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坊様、 
衣が乾き 
ました。 







. 道中 

初めての遠出に 
大喜びするこの子を 
見るにつけ何か 
足が 重ぅござります 
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ときに 
どうで 
しよラ 


迷いながら 
歩かれるょり 
いっそ 

迷いの晴るる 
迄、ここに 
逗留な され 
ては . 
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